
［成 果 情 報 名］ 有機質肥料局所施肥によるチンゲンサイの品質向上 

［要 約］ 有機質肥料局所施肥は、化成肥料全層施肥に比べ株当たり重量、調製重が

高く、糖含有率も高くなった。一方、硝酸含有率は低くなった。 
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［背景・ねらい］ 

消費者の食料に対する安心・安全意識が高まり、有機栽培で生産された農産物への関

心も高まっている。そこで、有機質肥料局所施肥、有機質肥料全層施肥及び化学肥料全層

施肥（慣行）でチンゲンサイを栽培し、有機質肥料施肥が収量、糖含有率及び硝酸含有率

等に及ぼす影響を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 有機質肥料局所施肥では、化成肥料全層施肥に比べ株当たり重量、調製重が高くなっ

た(第１図)。 

 

２ 有機質肥料を用いると化成肥料に比べ糖含有率が高い傾向が見られ、特に有機質肥料

を局所施用した区は、明らかに高くなった(第２図)。 

 

３ 有機質肥料を用いると化成肥料に比べ硝酸含有率が低い傾向が見られ、特に有機質肥

料を局所に施用した区は、明らかに低くなった(第３図)。 

 

４ 有機質肥料局所施肥では、化成肥料全層施肥及び有機質肥料全層施肥に比べ土壌のア

ンモニア態窒素が高く維持されることが明らかになった(第４、５図)。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 灰色低地土を充填した全農式ドレインベッドを用い、品種‘ニイハオ 114’を９月 20

日に播種、10 月４日に定植、11 月９日に収穫した場合の結果である。 

２ 有機質肥料局所施肥区は、窒素 9.8 ㎏／10ａ、リン酸 8.3 ㎏／10ａ、カリウム 8.3 ㎏

／10ａをなたね、米ぬか及び草木灰で施肥した。 

３ 有機質肥料局所施肥は、下図のとおり移植する条毎に深さ 5cm、幅 2.5cm の溝を掘っ

て肥料を施用し、施用後に埋め戻した。 
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［具体的データ］ 
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第１図 肥料の種類、施用方法がチンゲンサイの株重および調製重に及ぼす影響 

 多重検定はTukey法を用い、図中のアルファベットは同符号間にP<0.05で有意差  
の無いことを示す。エラーバーは標準偏差 (n=4)を示す。  
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第２図 肥料の種類、施用方法がチンゲンサイの糖含有率に  
及ぼす影響 

 
多重検定はTukey法を用い、図中のアルファベットは同符号間にP<0.05 

 で有意差の無いことを示す。 
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第３図 肥料の種類、施用方法がチンゲンサイの硝酸含有率に

及ぼす影響 

多重検定はTukey法を用い、図中のアルファベットは同符号間にP<0.05
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図 肥料・施用方法が土壌のアンモニア態窒素に及ぼす影響 

ーバーは、標準偏差(n=4)を示す 

第５図 肥料・施用方法が土壌の硝酸態窒素に及ぼす影響 

エラーバーは、標準偏差(n=4)を示す 
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